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 株式会社博報堂（本社：東京都港区、代表取締役社長：水島正幸）は、未来創造の技術としてのクリエイテ

ィビティを研究し、開発し、社会実験していく場「UNIVERSITY of CREATIVITY（ユニバーシティ・オブ・ク

リエイティビティ）」（略称、UoC）TOKYO Campus を本日 9 月 15 日（火）に開港しました。本日より

WEB サイト（https://uoc.world）にて、会員登録とセッション申込み受付を開始します。 

 

 UNIVERSITY of CREATIVITY は、社会で AI、IoT、ビッグデータが急速に普及する今こそ、創造性を人類最

大の資本として捉え直し、新しい文明の地図を描くための「クリエイティビティの港」となることを目指しま

す。文理芸や産官学の壁を超えて多様なクリエイティビティの研究と実験の掛け算を生み出すことで、世界の

課題解決や新しい感動の源泉発掘につなげたいと考えています。 

 

 UoC の理念は「We are ALL born Creative. すべてのニンゲンは生まれながらにして創造的である」です。

UoC は年齢や職業を問わずすべてのひとに開かれた創発プラットフォームです。 

赤坂駅上にある TOKYO Campus は、創造性を刺激するゾーンに分かれています。世代や専門性を超えて対

話を行う「マンダラ」、人類 30 万年の美意識や文明の進化を研究する「創造性全史」、創造力の森羅万象を

感じる本を数千冊所蔵する「フォレスト」、五感を刺激する食文化のソーシャルワークショップを行う

「Tomorrow Kitchen」などで構成されます。会員登録および事前予約を行なっていただくことで、本キャン

パスに自由に来訪していただくことが可能となります。 

 

 

 

「UNIVERSITY of CREATIVITY」TOKYO Campus 開港 

世代と専門を超えて新しい文明の地図を描く「クリエイティビティの港」へ 

〜創造性に特化した学校が本格始動〜 



   

 

 

 

 
 

 

UoC では、専門性の高い研究員やデザイナーや文化人が、「AI と共創する創造力」「サステナビリティを

生む創造力」「ポストコロナソサエティを生む創造力」など 10 の分野（Creative Fields）に分かれて個別研

究します。 

それぞれの研究領域において、社会への問いを創造的に書き直し（Mandala）、専門家が研究やデザイン企

画を発酵させ（Ferment）、社会実装へとプロトタイプ（Play）していくことで、UoC オリジナルの知行合一

の循環（Bodaiju）を生み出します。 

 

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在、ポストコロナソサエティに向けて世界中で、新しいイノベーション、新しいライフスタイル、新しい

働き方、新しい物語、新しい地域開発が、幕を開けています。 

 

 人類の好奇心と遊び心が、UoC という港から社会の成長の新しい原動力へとなっていくことを願います。 

 

 

■ UNIVERSITY of CREATIVITY (UoC) TOKYO Campus 概要 

時間：月曜日〜金曜日、10 時〜17 時（予定）  

場所：〒107-6301 東京都港区赤坂 5-3-1 赤坂 Biz タワー23 階 

運営会社：株式会社博報堂 

建築設計：有限会社スキーマ建築計画 

お問い合わせ：info@uoc.world 

WEB サイト：https://uoc.world 

 

 

■ UNIVERSITY of CREATIVITY (UoC) TOKYO Campus  新型コロナウイルス他感染症対策について 

UoC Tokyo Campus では、キャンパスに訪れる全員の健康と安全を第一に考え、施設の運営を行ってまいり

ます。 

 



   

 

■ UNIVERSITY of CREATIVITY (UoC) 主宰 市耒健太郎 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

【UoC のセッションやご登録に関するお問い合わせ】 info@uoc.world 

【報道関係のお問い合わせ】株式会社博報堂 広報室  玉・山野 koho.mail@hakuhodo.co.jp 03-6441-6161 

市耒 健太郎（いちき・けんたろう） 

UNIVERSITY of CREATIVITY 主宰 

株式会社博報堂 シニアクリエイティブティ゙レクター 

 

1998 年、博報堂入社。CM プランナーを経て、美術から映像、音楽、建築、

食、都市設計、プログラミングまで多岐なメンバーで構成される『恋する芸

術と科学』ラボを設立、同誌編集長。理性と感性の衝突によって非連続成長

を設計するプロジェクトを、多くの企業経営陣や自治体と実施。自然科学系

の大学や美術大学とのコラボレーション多数。食と地方創生の未来をデザイ

ンする『F3｜発酵醸造未来フォーラム』代表。2014 年より世界経済フォー

ラム(ダボス会議)のヤング・グローバル・リーダーズに選出。東京藝術大学

大学院美術修士課程修了(先端芸術表現)。 
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